
嘉麻市が女性や若者に選ばれるまち
となるために

アンコンシャスバイアスの気づきとジェンダーギャップの解消

嘉麻市役所 男女共同参画推進課



嘉麻市の男女共同参画推進における主な課題

１．アンコンシャス・バイアス

市民の意識の中に残る固定的
な性別役割分担意識である。家
庭や地域において「男性は仕事
女性は家庭」といった考え方が
依然として見られ、男女平等の
実現を妨げている。

「男は仕事、女は家庭」という考え方に
『同感しない』人は女性では約７割、男性
では６割台半ば。前回調査よりも性別役
割分担を容認しない人が男女とも約５ポ
イント増加している。
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令和７年度実施 男女共同参画社会に向けての市民意識調査 抜粋
図「男は仕事、女は家庭」という考え方［全体、性別］（前回・福岡県調査比較）



２．ジェンダーギャップ

女性の社会参画の遅れがによ
り、就労や意思決定の場にお
いて、女性の割合が十分とは
いえず、活躍の機会が限られ
ている状況。

・「平等である」との回答が高い分野は
「学校教育の場」で約５割。その他の分
野は『男性優遇』の割合が高く、「政治
の場」「社会通念・慣習・しきたり」「社会
全体」では６割台半ばから７割に上る。
・前回調査から大きな変化はみられず、
不平等感が解消されていないことがう
かがえる。

図表１－17 社会全体での男女の地位の平等感［全体、性別］
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３．地域活動の担い手不足

さらに、少子高齢化や人口減少の
進行により、地域活動や担い手の不
足が深刻化しており、男女共同参画
の推進にも影響を与えている。
これらの課題に対しては、意識改

革の継続的な啓発、女性の活躍支援
の強化、相談体制の充実などが求め
られている。

【現状】地域活動での男女の役割分担［全体、性別］
（前回調査比較）

地域の役職に推薦された場合、女性の「引き受け
る」は１割台半ばから２割台半ばと男性の「引き受
けることをすすめる」よりも低い。前回調査に比べ、
男女とも「引き受ける（「引き受けることをすすめる」）
がやや減少している。
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嘉麻市の取組
・嘉麻市男女共同参画推進条例

男女の人権が平等に尊重され、かつ、男女が責任を分かち
合いながら生きがいを持って共に 自立し、支え合い、個性
や能力を発揮できる社会を築いていくことの重要性にかんが
み、男女共同参画の推進に関する基本理念を定め、市、市民
及び事業者等の責務を明らかにするとともに、市の施策の基
本となる事項を定めることにより、男女共同参画社会の形成
を総合的、計画的に推進することを目的とする。

・男女共同参画社会基本計画（５年間の計画）

令和９年度施行の第４次嘉麻市男女共同参画社会基本計画
の策定を本年度より行っており、審議会によるご意見を受け
て、基本目標と基本的施策を立案し、具体的事業を実施する。
女性１００人会議で提案されたご意見も、計画に盛り込む予
定としている。

・女性人材バンクの取組

女性が積極的に政策決定の場に参画できるよう取り組みを
進めています。事前に名簿登を行い、審議会委員への紹介を
行っている。



なぜ女性の意見（視点）が必要なのか？
豊岡市事例

豊岡市のまちづくりにおいて、
多様性は、まちや組織のエネルギーになります。
多様性は、まちや組織の変化への適応力になります。

このような考え方に基づき、豊岡市は基本構想において、目指すまちの将
来像「小さな世界都市－Local & Global City－」の必要条件の一つとし
て、「多様性を受け入れ、支え合うリベラルな気風がまちに満ちている」
ことを掲げています。
ジェンダーは、市が掲げるこのビジョンの前提となる要素であり、この多
様性戦略を進めるうえで、ジェンダーギャップの解消、つまり、男性と女
性があらゆる場において平等に権利・機会・責任を持つことができる環境
整備を行うことは、まちづくりに不可欠な戦略的課題といえます。

豊岡市の課題
１０代で進学等で転出した若者のうち、２０代で男性は２人に１人地
元に帰ってきているのに対し、女性は４人に１人しか帰ってきていない。

女性に選ばれない要因
女性が女性であるというだけで、補助的役割のみに甘んじ、能力を磨
き発揮する機会もなく、様々なものを断念を迫ってきた


